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米国クラウドコンピューティング・エキスポ
日本から初出展

Ｑ．今回出展した技術は？ 
クラウド・コンピューティングでは、数千台、数万台というコンピ
ュータを並べ、全体を一つのアプリケーション基盤として機能
させることが重要です。これを実現するのが台数を増やすこ
とで性能や容量を拡張できるスケールアウト型のコンピュー
ティング技術。私たちはそのためのソフトウェアを研究してお
り、とくに最も重要とされる「ストレージ」と「データベース」の２
つの機能を独自に開発し、今回出展しました。

Ｑ．どのような点で有用な技術ですか？
私たちの「ストレージ」技術は大量データの処理や、とても大き
なデータの保管が必要になるケースで役立ちます。将来的に
数ペタや数エクサという膨大な容量が必要な場合など、従来
は技術的に困難とされていたケースでも、スケールアウト型の
特徴を生かした拡張性の高い提案ができるようになります。

Ｑ．AmazonやGoogleなどとの違いは? 
確かにAmazonやGoogleあるいはWindows Azureは、自社
のサービスを実現するために類似の技術を有しています。し
かし、技術そのものは第三者に提供していません。私たちは
その技術をソフトウェアとして提供するので、新たなサービス
をスタートしようとする事業者や、自社システムで膨大なデータ

インテックシステム研究所インテック

容量や処理量を必要とする企業でも使っていただけます。
また、Hadoopなど同様の領域を狙った技術もありますが、そ
れぞれ特徴があり狙いや強みが違います。例えば、Hadoop
は蓄積－バッチ処理系の大規模処理に向いていますが、私
たちの技術は即時性や入出力性能に強みがあります。

Ｑ．米国で出展した成果は？
世界のトップ企業と直接話ができたことです。例えば、チャイナ・
モバイルやウォルマート、そのほか世界有数の通信事業者など
がスケールアウト型のデータベースの調査にきていました。我々
の技術にも興味を示し、技術的にも深い議論ができました。当
社の技術を試してみたい、という声もいただいています。

Ｑ．とくに印象に残ったことは？
とくにシリコンバレーでは、突出した技術に特化してビジネスを
立ち上げることが当たり前のように行われており、それがスピ
ードや密度につながっています。また、技術を核にビジネスを
加速させる「仕組み」も揃っています。
現に、事業企画やビジネスコーディネーション、マーケティング、
ベンチャーキャピタル、あるいはセールスに特化したプロが来
場し、私たちにも協力したいと提案がありました。技術的にも
厳しく評価されるわけですが、日本にはないスピード感と緊張
感を感じました。実は日本から乗り込んで本エキスポで出展し
たのは当社が初めて。もっと日本からの技術発信が増えてほ
しいですね。

生物多様性条約第10 回締約国会議（COP10）
ITインフラをインテックが担当

　8000人を超える会議来場者が予想され、また、３週間と
いう長期にわたる大規模な国際会議を支えるため、ＩＴイン
フラには次のような内容が求められました。
●会議来場者がストレスなく利用できるインターネットアクセス環境
●館内の会議室を網羅する電話内線網と電話機、 NTT 契約回線の提供
●必要なすべての場所への有線LAN ポートの配備
●館内のほぼ全域をカバーする無線LANアクセスエリアの提供
●各会議用途に応じて仕様が異なるネットワーク、ＰＣ450台のセットアップ

使ったLANケーブルは45km
　日本政府や生物多様性条約事務局、報道局や警備シス
テムなどとの複雑な調整が発生する中、設計に1カ月半、設
営に２週間という限られた時間で取り組み、無事10月8日の開
催初日を迎えました。会場規模が大きいことから、使用したＬＡ
Ｎケーブルは45km、電話線は16kmにも及びました。
　また、一般的なオフィスのインフラ構築とは異なり、事務室へ
の回線敷設だけでなく、中庭のＴＶ中継車への回線敷設な
ども必要でした。その上、有線だけでなく、無線アクセス環境も

必要となる複雑かつ大規模なネットワークでした。

英語技術者を集結しITサポート
　会議がスタートしてからは、構築したＩＴインフラ環境
のサポート・メンテナンス担当として約10名のインテックスタ
ッフが常駐し、運営業務に携わりました。
　会議の進行状況により急にレイアウト変更が決定されるこ
とも多く、また議事の進行を妨げてはならないなど、迅速で柔
軟な現場判断、行動が要求されました。なかでも、英語対応
が必要なサポート業務は、ＩＴ環境に不慣れな国々からの参
加者も多いことから積極的かつ丁寧な対応で高い評価を受
けました。
　当初の予想を超える1万5000人が来場し、会議場運営は
成功裡に終了しました。インテックは大規模な国際会議の
ＩＴインフラ構築で得たノウ
ハウを生かし、今後もお客さ
まに提供していきます。

インテックシステム研究所
取締役クラウド事業準備室副室長

中川 郁夫

　インテックシステム研究所が独自開発したPaaS技術。
第1弾として、スケールアウトストレージを実現する
EXAGE/Storage 2.0を昨年12月より提供している。
多数の廉価なサーバを巨大な１つのコンピュータ資源と
して利用できるソフトウェアで、システムやサービスの拡張
維持コスト、障害発生時のダウンタイム、アクセス集中に
よるサービス遅延などの課題を解決する。

について

①拡張性　サーバを増やすだけで格納容量と処理性能の拡張が可能。
②高性能　大きなファイルでも分割して並列処理し、高速で読み書き。
③信頼性　自律的に障害箇所を切り離し、リビルドや再配置によって
　　　　　データ冗長性を維持する。

　会場のI Tサポートスタッフとして、早番と遅番に分かれ７：３０か
ら２３：３０まで「PCが無線LANにつながらない」、「プリンタの調子
が悪い」などといった問い合わせ対応を行いました。
　英語圏以外からの参加者も多かったため、スムーズに対応でき
ず悔しい思いもしました。そんな時は、ジェスチャーや紙でやり取り
して何とか理解しようと努力しました。持ち込まれた端末が英語以
外で表示されるなど戸惑うこともありましたが、日本訪問が初めて

の方もいらっしゃったので、世界に誇れる日本人の「きめ細やか
さ」を感じていただけるよう、どんな問題に対しても真 に対応する
よう心掛けました。
　「この間はありがとう！」と声をかけてくださる方も多く、サポートが
私たちの任務とはいえ、直接感謝の言葉を頂けるとこれからも頑
張ろうと思うことができました。
　様々な言語が飛び交う環
境で、英語で仕事をすること
は大変チャレンジングであり
刺激的な経験でした。この経
験を生かし、さらにグローバル
なプロジェクトに挑戦していき
たいと思っています。

カスタマサービスセンター

朝倉梨乃

I Tサポートは
日本人の「きめ細やかさ」で

昨秋、名古屋で開催された生物多様性条約
第10回締約国会議（COP10）のＩＴインフラ設計から
構築、運営サポートまでをインテックが担当した。

インテックシステム研究所は昨年１１月、カリフォルニア
州サンタクララ市で行われた「クラウドコンピューティン
グ・エキスポ」に出展した。世界最大のクラウド関連の展示
会であり、日本からの出展は同社が初めて。ブースへは
200名以上が来場し、評価利用の希望も多く寄せられた。
同エキスポで講演した同社の中川郁夫取締役に聞いた。

インテックのスタッフが英語でITサポート


